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１ 研修の目的 
   本研修は、自らの町で福祉の人材育成に取り組むことで、町内で不足する介

護人材の確保、また教育にあたる人材の育成を図り、地域包括ケアの実現に資
することを目的とする。 

 
２ 研修の名称 
   社会福祉法人厚岸町社会福祉協議会 介護職員初任者研修過程 
 
３ 研修の要旨 

事業所の所在地 研修形態 
修業
年限 

研修
期間 

定員（人） 
受講料
（円） 

受講 
対象者 

厚岸町梅香 
2 丁目 1 番地 

夜間・通学 8 月 6 月 10 人 50,000 円 16 歳以上の者 

 
４ 受講手続 
(1) 募集時期 

開講日の 4 週間前から募集し、2 週間前に締め切る。 
 
(2) 受講料納入方法 

受講決定後、開講式当日にて本会に一括で納入する。なお、当日支払われ
ない場合は、指定の期日を定め支払う。 

 
(3) 受講料返還方法 

受講前については、本会の都合により、受講研修を中止した場合に限り、
受講料を返還する。ただし、受講開始後は理由の如何に関わらず、受講料は
一切返還しない。 

 
５ カリキュラム  
  研修時間数及びカリキュラム等は学習指導書を参照すること。 
 
６ 主要テキスト 
  介護職員初任者研修テキスト（中央法規）１・２ 
 
７ 修了認定 
(1) 出欠の確認方法 

①  受講者は、講義開始前に講義出席簿にサインする。 
②  講師は、各教科の開始前に出欠確認を行う。 
③  30 分以上の遅刻・早退については欠席として取り扱う。 

 
(2) 成績の評定方法 

筆記テスト・各科目項目レポート提出評価・介護技術等の習得度受講態度
等を評価する。 

 
(3) 修了の認定方法 

A（80 点以上）、B（60 点～79 点）、C（40 点～59 点）、D（40 点未満）の 4
段階とし、B 以上を合格点とする。ただし、合格点に満たなかった場合は、補
講を行う。 
筆記テストの場合には追試を行い、その追試は 2 回までとする。  

 (4)修了証明書  
   全ての修了条件を満たし、認定された者に修了証明書を交付する。 



８ 補講の取扱い 
   原則、本会研修は全科目の出席を前提としているが、何らかの理由でやむを

得ず、欠席した場合は、その事情を勘案し欠席した講義は講師と協議し、必要
な措置をする。 
また、修了評価を欠席した場合は、別の日に振り替えて実施する。 
なお、補講による費用負担については、無料とする。 

 
９ 退学規定 
   受講者が講習機関の定める諸規定を守らず、又は受講者の本分にもとる次の

行為があったときは、退学を命ずることがある。 
（1） 受講者が退学しようとするときは、本会規定の退学届を提出すること。 
（2）  レポートの未提出等の理由により、改善の見込みがないと認められたと

き 
（3）  受講者の本分にもとる行為があったときには退学を命ずることができ

る。 
（4）  講師及び本会研修担当者からの指導及び諸注意があっても改善の見込み

がないと認められたとき（遅刻・欠席行為含む） 
（5）  全てにおいて研修の秩序を乱しているとき。 

 
10 講師 講師は、学習指導書の講師一覧に記載された者のみが務めることとす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


